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Aldoxime Dehydratase: Crystal Structure and Catalytic Mechanism 




































Aliphatic aldoxime dehydratase (OxdA)は水溶液中で、の脱水反応を触媒し、(容易には作れない)CN三重
結合を形成する反応を触媒するユニークかつ希有な酵素である。 活性中心であるヘムの配位子であるヒスチ
ジン残基の存在は既に明らかであり、また、 Rhodococcussp. N-771株の (OxdAホモログである)OxdREの
結晶構造から、本来困難な水溶液中での脱水反応を、疎水的なヘムポケット環境が促進していることは示唆
されたが、反応機構の詳細は未知であった。本研究によって、反応に関与する重要なアミノ酸残基 (S219)
が同定されるとともに、一連の成果を基に提案された詳細な反応機構は従来知られているヘム醇素の機構と
は全く異なる様式を示すことが明らかとなり、インパクトある研究として評価できる。さらに、ヘム環境構
造と触媒機構に関する基礎的知見は今後、酵素のタンパク質工学的改良等を行う上で重要であり、最終的に
は本酵素をi直接触媒として用いた有用物質(ニトリル)生産への応用が期待される。
平成 25年1月10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査を行い、本論
文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格
と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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